
平成 23 年度 VBL の研究業績 

学会発表，国際会議報告等 

1. T. William, A. Shibayama, Kato. J, A. Hosoi, and Y. Takasaki, : Extraction of metals from electronic 

waste ash by autoclave oxidation using pyrite, The 9th Japan-Korea International Symposium on Resources 

Recycling and Materials Science (Osaka, Japan), in press 

2. A. Shibayama, A. Hosoi, K. Hiruta, Y. Takasaki, T. William, T. Kato, and K. Sugawara: Volatilization 

behavior of valuable metals in electronic substrate waste by chloronation-volatilization, Conference 

of Metallurgists (COM2011, Montreal QC, Canada) in press 

3. K. Haga, T. William, Y. Takasaki, and A. Shibayama : Investigation of Process for Removal of Arsenic 

in Copper Resources for Environmental Protection, International Symposium on East Asia Resources 

Recycling (EARTH2011, Kaohsiung, Taiwan), Proceedings of EARTH2011, p. 362-5 (2011).  

4. A. Hosoi, T. William, Y. Takasaki, and A. Shibayama : Extraction and Collection of Metals Included in 

the Printed Circuit Board Wastes Which took Adventage of a Pressurization Oxidation Extraction Process, 

International Symposium on East Asia Resources Recycling (EARTH2011, Kaohsiung, Taiwan), Proceedings 

of EARTH2011, p. 333-5 (2011). 

5. 芳賀 一寿，大矢 和子，William Tongamp, 高崎 康志，柴山 敦：浮遊選鉱法を利用した高砒素含有銅鉱石

からの砒素除去プロセスの検討，第45回秋田県化学技術協会研究技術発表会ならびに特別講演会 p. 10-1 (2011) 

6. 芳賀 一寿，大矢 和子，William Tongamp, 高崎 康志，柴山 敦：浮遊選鉱法を用いた高不純物含有銅鉱石

の分離条件の検討，第 45回秋田県化学技術協会研究技術発表会ならびに特別講演会 p. 12-3 (2011) 

7. 高崎 康志，南 宏幸，芳賀 一寿，細井 明，柴山 敦，愛知 太郎，佐藤 理恵：亜鉛電解採取における Pb

合金アノード上のβ-PbO2形成に関する基礎的研究，第 45回秋田県化学技術協会研究技術発表会ならびに特別講

演会 p. 14-5 (2011) 

8. 芳賀 一寿，大矢 和子，William Tongamp，高崎 康志，柴山 敦：浮遊選鉱法における砒四面銅鉱と黄銅鉱

の分離条件の検討，資源・素材学会 東北支部 平成 23年度春季大会 講演要旨集 p. 45 (2011) 

9. 渡辺 勝央，蛭田 賢一，伊藤 康孝，高崎 康志，細井 明，柴山 敦：塩化揮発法による廃電子基板中の有

価金属の揮発挙動，資源・素材学会 東北支部 平成 23年度春季大会 講演要旨集 p. 67 (2011) 

10. 小武 希，加藤 準二，張 立澤，細井 明，高崎 康志，柴山 敦：廃電子基板等からの金属回収を目的とし

た高温高圧酸浸出プロセスの検討，資源・素材学会 東北支部 平成 23年度春季大会 講演要旨集 p. 77 (2011) 

11. 芳賀 一寿， William Tongamp，高崎 康志，柴山 敦：浮遊選鉱法による高砒素含有銅鉱石からの Enargite

除去プロセスの検討，資源・素材学会 2011 秋季大会 (堺) 講演要旨集 NO. 2 p. 145-146 (2011) 

12. 柴山 敦，トンガム ウィリアム，芳賀 一寿，高崎 康志：Enargite などヒ素含有銅鉱石のアルカリ浸出と

Na3AsS4の析出分離，資源・素材学会 2011 秋季大会 (堺) 講演要旨集 NO. 2 p. 151-152 (2011) 

13. 細井 明，柴山 敦，高崎 康志，加藤 準二：廃基板等に含まれるメタル類の加圧酸化浸出における浸出挙動

と浸出液中のメタル類の分離と回収について，資源・素材学会 2011 秋季大会 (堺) 講演要旨集 NO. 2 p. 



215-216 (2011) 

14. 小武 希，細井 明，高崎 康志，柴山 敦：廃電子基板等からの金属回収を目的とした高温高圧酸浸出プロセ

スの検討，資源・素材学会 2011 秋季大会 (堺) 大会プログラム p. 46 (2011) 

15. 渡辺 勝央，蛭田 賢一，伊藤 康孝，高崎 康志，細井 明，柴山 敦：塩化揮発法による廃電子基板からの

有価金属の回収と揮発挙動の調査，資源・素材学会 2011 秋季大会 (堺) 大会プログラム p. 47 (2011) 

16. 鎌田 玲佳，高崎 康志，芳賀 一寿，細井 明，柴山 敦：高不純物含有銅アノードを用いた電解精製に関す

る研究，資源・素材学会 2011 秋季大会 (堺) 大会プログラム p. 65 (2011) 

17. 芳賀 一寿，William Tongamp，高崎 康志，柴山 敦：浮遊選鉱法における鉱不純物銅鉱石処理プロセスの検

討，資源・素材学会 東北支部 平成 23年度秋季季大会 研究発表講演会講演要旨集 p. 14 (2011) 

18. 渡辺 勝央，高崎 康志，細井 明，柴山 敦：塩化揮発法を用いた廃電子基板中の有価金属の揮発挙動と回収

条件の検討，資源・素材学会 東北支部 平成 23年度秋季大会 研究発表講演会講演要旨集 p. 15 (2011) 

19. 金子 卓未，加賀谷 史，林 滋生: ゲルキャスティング法により作製したセラミックスの焼成収縮等方性, 日

本セラミックス協会東北北海道支部研究発表会，2P18 2012.10.27-28 日本大学工学部（郡山） 

20. 深川 駿，加賀谷 史，林 滋生:ジオポリマー反応によるゼオライト堆積膜の固定化とイオン交換特性,日本セ

ラミックス協会東北北海道支部研究発表会，1P09 2012.10.27-28 日本大学工学部（郡山） 

21. I. Tomeno, J. A. Fernandez-Baca, K. Marty, Y. Tsunoda, and K. Oka  :Lattice dynamics of PbTiO3,5th 

European Conference on Neutron Scattering, Prague, Czech 2011年 07月 

22. I. Tomeno, J. A. Fernandez-Baca, K. Marty, Y. Tsunoda, and K. Oka:Lattice dynamics of cubic PbTiO3,APS 

March Meeting, Boston 2012年 02月 

23. 留野泉 中性子で見るフォノン-強誘電体と強弾性体 北東北国立 3 大学連携推進研究プロジェクト研究会 弘

前大 2011年 06月 

24. 留野泉、J. A. Fernandez-Baca, K. J. Marty、角田頼彦、岡邦彦 PbTiO3 の格子ダイナミックス 日本物理学

会 2011年秋季大会 富山大 2011年 09月 

25. 留野泉 ペロブスカイト PbTiO3 の格子ダイナミックス 北東北国立 3 大学連携推進研究プロジェクト研究会 

岩手大 2011年 11月 

26. T.  Hasegawa, T. Tomioka, Y. Kondo, H. Yamane and S. Ishio, “Fabrication of [001] L10-FePtRh 

ferro-antiferromagnetic pattern by flat-patterning method”, The 56th Magnetism and Magnetic Materials 

Conference (MMM2011), Scottsdale, Arizona, USA, October 30- November 3, 2011. 

27. Y. Kobayashi and S. Ishio, “Magnetization Reversal Process in Antiferromagnetically Coupled 

[Co/Pd]m/Ru/[Co/Pd]n Dot Patterns”, The Magnetics and Optics Research International Symposium 2011 

(MORIS2011), Nijmegen, The Netherlands, June 21-24, 2011. 

28. 長谷川崇, 石尾俊二，“Fe1-x-yMnxPty薄膜の結晶構造と磁気相図”, 第 21回日本素材物性学会,  秋田, 2011

年 6月 28日． 

29. 石尾俊二，高橋信吾，長谷川崇，佐々木博美，荒川明，有明順，山根治起，近藤祐治, “［001］高配向 L10FePt

ドットパターンの作製とその磁気特性”，マグネティックス研究会，高知，2011年 8月 3日～4日． 

30. 冨岡達也，長谷川崇，高橋信吾，近藤祐治，石尾俊二, “原子拡散を利用したフラット・パターニング法による



[001] L10-FePtRhドット間交換結合パターンの作製と磁化過程”，第 35回日本磁気学会学術講演会，新潟，2011

年 9月 27日～30日． 

31. Z. Yan，高橋信吾，近藤祐治，有明順，石尾俊二, “垂直磁気異方性を有する FePt 微小ドット配列のマイクロ

マグネティック解析”，第 35回日本磁気学会学術講演会，新潟，2011年 9月 27日～30日． 

32. 川戸宏紀，長谷川崇，長町信治，石尾俊二, “Fe イオン照射を利用したフラット・パターニング法による

L10-FePtRh 強磁性-常磁性パターンの作製”，第 35 回日本磁気学会学術講演会，新潟，2011 年 9 月 27 日～30

日． 

33. 高橋信吾，近藤祐治，長谷川崇，山根治起，鈴木基寛，河村直己，水牧仁一郎，有明順，石尾俊二, “微細加工

/熱処理プロセスによる L10-FePt ドットアレイ形成と磁気特性”，第 35回日本磁気学会学術講演会，新潟，2011

年 9月 27日～30日． 

34. 長谷川崇，冨岡達也，近藤祐治，山根治起，石尾俊二, “原子拡散を利用したフラット・パターニング法による

[001] L10-FePtRh 強磁性-反強磁性パターンの作製”，第 35回日本磁気学会学術講演会，新潟，2011年 9月 27

日～30日． 

35. 中村勇希，近藤祐治，山川清志，有明順，石尾俊二, “反射型結像鏡を用いた顕微磁気光学カー効果計測”, 第

59回応用物理学関係連合講演会，東京，2012年 3月 15日～18日． 

36. 長谷川崇，冨岡達也，川戸宏紀，高橋信吾，近藤祐治，山根治起，荒川明，石尾俊二, “ナノスケール磁性制御

による表面平滑ビットパターンの作製”, 第 59回応用物理学関係連合講演会，東京，2012年 3月 15日～18日． 

37. 高橋信吾, 近藤祐治, 小林真奈, 長谷川崇, 山根治起, 有明順, 石尾俊二, “微細加工/RTA プロセスによる高

保磁力 L10-FePt ナノドットアレイの作製”，日本金属学会 2012 年春期講演（第 150 回）大会，横浜，3 月 28

日～30日． 

38. Yoshiki Kayano, Kota Mimura and Hiroshi Inoue, “The Correlation between Imbalance Component and EM 

Radiation from a Differential-Paired Line with Different Length”, in Proc. International Conference 

on Electronics Packaging, pp.103-108, Nara, Japan, April, 2011. 

39. Yoshiki Kayano and Hiroshi Inoue, “Prediction of EM Radiation at GHz Frequency from a PCB Driven by 

a Connected Feed Cable”, in Proc. 2011 Asia-Pacific International Symposium on EMC, S-Tu2-5, Jeju Island, 

Korea, May 2011. 

40. Hiroshi Inoue, Yoshiki Kayano and Kazuaki Miyanaga, “EMC Problem Caused by Arc Discharge at Slowly 

Separating Silver-Based Contacts”, in Proc. 2011 Asia-Pacific International Symposium on EMC, S-We5-5, 

Jeju Island, Korea, May 2011. 

41. Yoshiki Kayano and Hiroshi Inoue, “Electromagnetic Radiation Resulting from Strip Line Structure Driven 

by a Feed Cable”, in Proc. IEEE International Symposium on EMC, Long Beach, CA, USA, pp.161-166, Aug. 

2011. 

42. Kazuaki Miyanaga, Yoshiki Kayano and Hiroshi Inoue, “Arc Discharge affected by Pressure in Relay Housing”, 

電子情報通信学会技術研究報告, 機構デバイス研究会(国際セッション), EMD2011-104, pp.201-205, Akita, 

Japan, Nov. 2011.  

43. Kazuaki Miyanaga, Yoshiki Kayano and Hiroshi Inoue, “Voltage Fluctuation of Arc Discharge affected by 



Pressure in Relay Housing”, 電子情報通信学会技術研究報告, 機構デバイス研究会(国際セッション),  

EMD2011-105, pp.207-211, Akita, Japan, Nov. 2011. 

44. 小林 吾生, 萓野 良樹, 井上 浩, “遮断周波数電圧可変型低域通過フィルタの開発研究”, 電子情報通信学会

技術研究報告, 機構デバイス研究会, EMD2011-138, Mar. 2012. 

45. 保原 秀康, 萓野 良樹, 井上 浩, “高周波・広帯域 PLL を目的とした位相雑音特性に関する一検討”, 計測自

動制御学会東北支部第 266回研究集会, 266-2, Jul. 2011. 

46. 宮永 和明, 萓野 良樹, 井上 浩, 高木 相, “低速開離時の Agおよび AgSnO2異種接点のアーク放電波形と消去

距離”, 平成 23年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1H01, p.251, Aug. 2011. 

47. 小林 吾生, 萓野 良樹, 井上 浩, “電圧制御低域通過フィルタの特性に関する一検討”, 平成 23年度電気関係

学会東北支部連合大会講演論文集, 2H06, p.270, Aug. 2011. 

48. Yoshiki Kayano and Hiroshi Inoue, “A Study on Imbalance Component and EM Radiation from an Asymmetrical 

Differential-Paired Line driven by LVDS (Part II)”, 2011 年電子情報通信学会ソサイエティ大会講演論文

集, B-4-28, p.341, Sep. 2011. 

49. 宮永 和明, 萓野 良樹, 井上 浩, 高木 相, “銀とパラジウムの異種材料接点対の低速開離時アークに関する検

討” , 2011年電子情報通信学会ソサイエティ大会講演論文集, C-5-7, p.7, Sep. 2011. 

50. Yoshiki Kayano and Hiroshi Inoue, “Identifying Frequency Response of EM Radiation from an Asymmetrical 

Differential-Paired Line based on Physics-Based Equivalent Circuit Model”, 電子情報通信学会技術研究

報告，環境電磁工学研究会, EMCJ2011-87, Oct. 2011. 

51. 楊 暁帆, 萓野 良樹, 井上 浩, “負の群遅延特性の広帯域化のための多段 F-SIR 構造の検討”, IEEE EMC 

Society Sendai Chapter・東北大学 EMC仙台ゼミナール共催学生発表会, Dec. 2011. 

52. 宮永 和明, 萓野 良樹, 井上 浩, “ホルダ温度が低速開離接点時のブリッジとアークに与える影響”，電子情報

通信学会技術研究報告，環境電磁工学研究会, Mar. 2012  (発表予定) 

53. 保原 秀康, 萓野 良樹, 井上 浩, “低位相雑音 PLLのための位相比較器の検出感度に関する一検討”，電子情報

通信学会技術研究報告，環境電磁工学研究会, Mar. 2012  (発表予定) 

54. Yoshiki Kayano Yasunori Tsuda and Hiroshi Inoue, “A Study on Imbalance Component and EM Radiation from 

Asymmetrical Differential-Paired Lines with Equi-Distance Routing”, 2012 年電子情報通信学会総合大会

講演論文集, Mar. 2012 (発表予定) 

55. 宮永 和明, 萓野 良樹, 川島 琢也, 井上 浩, “外部磁界印加時の低速開離アーク柱の観測”, 2012年電子情報

通信学会総合大会講演論文集, Mar. 2012 (発表予定) 

56. 伊藤 亮一，江川 元太，李 正華，吉村 哲，斉藤 準：「近接場・磁気力顕微鏡による試料表面近傍での直流磁場

観察」，秋季 第 72回応用物理学会学術講演会，山形大学，2011年 8月 29日～9月 1日 

57.  芦 佳，江川 元太，吉村 哲，浅野 秀文，斉藤 準：「Development of Near-field Electric Force Microscopy 

for DC Electric Field Measurement near Sample Surface」，秋季 第 72回応用物理学会学術講演会，山形大学，

2011年 8月 29日～9月 1日． 

58. 畠山 広大，江川 元太，吉村 哲，斉藤 準：「パルス磁場を用いた磁気力顕微鏡探針の保磁力測定」，第 35 回日

本磁気学会学術講演会，新潟コンベンションセンター（朱鷺メッセ），2011年 9月 27日～30日 



59. 伊藤 亮一，李 正華，江川 元太，吉村 哲，斉藤 準：「近接場磁気力顕微鏡による高感度高分解能直流磁場イメ

ージング」，第 35回日本磁気学会学術講演会，新潟コンベンションセンター（朱鷺メッセ），2011年 9月 27日～

30日． 

60. 江川 元太，畠山 広大，吉村 哲，斉藤 準：「円錐形状 FePt探針を用いた磁気記録ヘッドの高分解能・交流磁場

観察」，第 35 回日本磁気学会学術講演会，新潟コンベンションセンター（朱鷺メッセ），2011 年 9 月 27 日～30

日. 

61. 安居 慎也、江川 元太、吉村 哲、伊藤 亮、川村 博、斉藤 準：「超高真空スパッタリング装置を用いて作製し

た極薄・高保磁力 FePt探針による磁気記録媒体の高分解能・磁気力顕微鏡観察」，第 35回日本磁気学会学術講

演会，新潟コンベンションセンター（朱鷺メッセ），2011年 9月 27日～30日. 

62. 伊藤 亮一，李 正華，江川 元太，吉村 哲，斉藤 準：「近接場・磁気力顕微鏡によるベクトル磁場イメージング」，

第 59回応用物理学関係連合講演会，早稲田大学，2011年 3月 15日～18日． 

63. 斉藤 準，「磁気力顕微鏡の開発とその応用～垂直・面内磁場同時計測（希土類磁石応用に向けた垂直磁化試料お

よび面内磁化試料の観察）」, 第２回磁石材料とナノ計測研究会，2011年 10月 13日． 

64. 齊藤 準，「交番磁気力顕微鏡の開発と磁場方向検出への応用」，東北大学電気通信研究所共同プロジェクト第 14

回金属/酸化物スピントロニクスセミナー，東北大学，2011年 12月 6日． 

65. H. Saito, R. Ito, G. Egawa, Z. Li, and S. Yoshimura : “A new magnetic force microscopy for static magnetic 

field imaging near a sample surface by using a frequency modulation in cantilever oscillation with an 

alternating magnetic field driven soft magnetic tip(Near-field MFM)”, IEEE International Magnetics 

Conference (INTERMAG2011), Taipei, Taiwan, April 25 – 29, 2011. 

66. S. Yoshimura, S. Omiya, G. Egawa, and H. Saito : “Fabrication of (001) oriented TMR film with highly 

ordered L10-Fe(Pd,Pt) alloy films by using a very thin Fe underlayer”, IEEE International Magnetics 

Conference (INTERMAG2011), Taipei, Taiwan, April 25 – 29, 2011. 

67. H. Saito, Z. Li, R. Ito, G. Egawa, S. Yoshimura : “Vector analysis of static magnetic field by adjusting 

measuring axis for Near-field magnetic force microscopy ”, 56th Magnetism and Magnetic Materials (MMM) 

Conference, Scottsdale, Arizona, USA, October 30 - November 3, 2011. 

68. The thermal expansion studies of novel ferromagnetic shape memory alloys:Ni50+X Mn12.5 Fe12.5 Ga25-X  

and Ni2Mn0.75Cu0.25Ga in magnetic fields.左近拓男、佐々木謙太、野尻浩之、鹿又武 International Conference 
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